






































 事例となる新座市では 2016 年 11 月 1 日現在の待機児童は 471 人（入所を希望しても承



































































 新座団地は新座市の北の端に位置し、1970年（昭和 45年）、日本住宅公団（現 UR都市機
構）によって造成された。中層耐火５階建で間取りは 2DK、3K、3DK、賃貸と分譲の計 2207









まわり保育園 2008: 8）。 








の 3DK は頭金 30 万から 50 万円で、入居倍率は 6.6 倍という高率であった（新座市 1970: 
6）。 
 ただし、そのような倍率を経て入居した団地の環境は不十分なものであったようだ。1971











会 2011: 21）。 
 
（２）保育不足 




どで定員が大きく不足している。具体的には、0〜8 か月の希望者 8 人に対し定員は 0 人、
8 か月〜1 歳の希望者 3 人に対し定員 3 人、1 歳の希望者 10 人に対し定員 11 人、2 歳の希
望者 21 人に対し定員 12 人、3 歳の希望者 17 人に対し定員 30 人、4 歳の希望者 10 人に対
し定員 20 人、5〜6 歳の希望者 16 人に対し定員 15 人となっている。1971 年当時、大正保
育園を含めて新座市には 6つの保育園があった。第一保育園、第二保育園、横田保育園、第
三保育園、第四保育園、ともに定員は 90 名であった。 
この中では第一保育園（団地からは徒歩で 40分程度）以外は非常に遠く、団地内の大正
保育園に入れるかが親たちの重要な関心事であったことが想像できる。 







した（新座団地自治会広報誌第 1号 1971: 5）。 
 そして、2 月 15 日には、親たちは定員不足など 7 項目の陳情書を持ち、市役所へ赴き、











園の規模はわずか 90 名で、しかも 3 歳未満の定員が 0 歳−3 人、1 歳−6 人、2 歳





いまから 13 年まえ、1970 年の秋、この新座団地の入居がはじまった。賃貸






















地自治会広報誌第 1号 1971: 5）。 
 ここでは 1〜3歳の親たちが中心となって作られた「たけのこ」について見ていこう。先





ス、計 20 人ほどになった。職員は、保母各クラス 1 名ずつの 3 名、それに給食
係……朝・夕の非常勤保母は各 1名。市立保育園にさきがけて、早朝 7時から夜
6時半までの延長保育を行うことにしたためだ。（東井 1984: 3） 
 
 1971 年 5 月に開かれた「たけのこ」は、当初から子どもを公立保育園に入れるまでのつ
なぎが目的であって、目的を達したら解散することを想定していたようである。実際、以下































 1971年 12月発行の新座団地自治会広報誌では「バザーの成功で 0才児保育にメド：団地
にあふれる善意」と、「たけのこ」主催のバザーでの純益 15万円の半分を準備資金として、
乳児共同保育ひまわりが発足する予定であること述べられている（新座団地自治会広報誌
第 5号 1971: 4）。 



























機」という問題があった。これは 0 歳児の保育のため、毎年 4 月に 1 歳の子が認可保育所
に入ることができると、「ひまわり」には子どもが少なくなる状況である。その後、年度末


















ば、1972 年 8 月の新座団地自治会広報誌では、「ひまわり」の開所から半年程度の様子が
以下の様に報告されている。 
 
 開園当初、園児は保母の子供を含めて 5 名くらいでしたが、4 月の時点で退園










































年代には 1.57 ショックもあり、少子高齢化への危機感から 2000 年代にかけて定員はゆっ
くり増加した。しかし、低年齢児を中心に現在も待機児童の問題が深刻となっている（藤崎



















































 その報告では、市助役、大正保育園主任、民生児童委員 7 名の計 9 名で選考会が進めら
れ、事務局側は所長、係長、係員 2名が出席したこと、選考方法は事務局側で申請者に Aか














































































ところであるという（Moser 1993＝1996: 112-4）。 
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